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D 23 后耳辱のひどり暮らしについて　山 べi 生他の実悒 一
犬果敢有大 辞本手臣 同○犬朽剤べ 陥 新報増芙

住　 居　199

m 的:  本研絢a:、ひヽと｡り暮らしの后希のり三池を記握し、i 堅察機策型 宙命の東徳、及
びそれに灯百る膏維の折を'^明ら刎 てずることを目的としている。尚、本研爽ほ、高鹸老
洲主生右）で関百るに動研氏の一環として実瀕しれものである。
方砥；哭阪斯下に徊i 宵るひとり暮らし后年屠 い^ 蛸2 人・社公人齢人）左町象）で、直
接虻乖・直港邱又方㈹ てよ心アソアート調査を奥液。( 調査 旋期網：昭粕冤耳6 月) レ
蛎果；(i)霖繩凍庁; 男々屈 、ワ劉はl 耳以丿二ひとリ尊らしの経曖 を肩している。アy＼°ー

后住の剔合は男ふlて漸いｷﾉ のの、后庄ﾌＫ準ば・一堅の盾がら創、胎 てもうii.()/ く･ Kト 急 住の剔 合 は男 了 て帯]いも のの、后 庄ボ､準i ・一堅の盾 が` G 創 パ･ 訳 もう １塾■-（I 】Ｋ ・ べ)

と保肩し てい う洒も 男セ 抑 綿 で あ る。 ま尺、主同量 ご し てい る漁 色の広C^i 疋平均6 耳 ～

6.5 畳であ る。（2放 生右 外 鮫祢 ；その中 でヽ展開 され てい う日 帛ま 右をま｡泊 行為との関 わ り

で捉 え てみるヒレl 艶に持 ち込 ん でヽい る行為の種類 ぼ男了j: り もヤ ふ卜 多い 。二の 二とぱ、

女 ふ（力堵兪 、梗i: の 胞島剛 包 ゛一報 の 孝壽 の感 ＼、版 。と汁 びし てい る帖/唇ヽが 耳訓 と舶い､費、

にも瑞 飼 に現われ てい る 。ところ で、々の守 で冷ヽ 敵 しＲ い行 為^ 把m> る ヒ、男ヤ とも 貳

秩 と准 辱瓦卸 アてい る。日弗 の 生右 の規 津痍 包、/粧今や貳 薇行為 りヽ らみ るーと、ｸ/ 拠峻の喰

器 乙次に便 用 寸心 ま でヽ枚 つ てい う訓令 が男性じ多 く(  2  參'1).、 まTn 贋床 の後 始禾 てつい て

払 男 ふの場冶 、ヽ載 いr てまま1N し てい る洒ば2 割ｯ 侭在 回る。男 子め知 万 悌の屯右 卯 し

ー 々ごが うか が え、 二の 二とが 、何 々ヽ擢 し物 乙 冴る騨 にも‘` なか び 漢々 フカ、らな い 八

■7即 空咳（ 部 堅の硬い か 悒理 ）の臓 乱 とな^ て現 われ て いる。即 ち、男 了の噫合 にば 、

や や無沃序なよ 艶や機 新畑 屯宗 教㈲ の則 面七ﾉうか が える。　　 し

D 24 若ﾑ辱層のひﾋ り鳶らW にっ､ｸ ﾍﾟ（2） ―爽限に対する評循艮び喬識一
大筒厳育大　岸本弁臣　同 大村育代 同○漸洙 増芙

目的；前編 と｡同様々ある。

方弧; 前編 ビ同義 である。

給銀; （3）往往洛の紆佃; 現有の在 まいに対 して、男々武 司･」以上状'肯史的評価 をしてい

る。騎に1 隻5  化は2  良で錬マな 住往油 差展開 して､ノる、1  室タ機能型生池につ リヽ も

性別に関 心らず、哨史的 舒循 付i 劇 左占める。し翫し- 佑支的評佃もみられ、その理 由と

して- 男子は「 片ザけにく､ノ」「 けじめびつ」にくい 」、々 子ほり 座で雇々びこil 亙す

うので不梗 」乞あずてぐ る。次に 現状をふ三え長上での希-Hi 尋ねるV.「 現状 心 口えて

あと ＼隻釈 しぐ 」ヒ寸う層 鍼男か 芦､u劃越及 亙占めう。三長「 上堅 てヽよ､ｸｶ らヽ、も勺ダし

広、寸れぼ ぶ、こ と賃うﾉ嗜もみら 心 現状 に一穴満足して､巧 状、できれぼもウヤし漁在衣

飽を改湛 し犯ぐ じ角えてぐ うこと｡試伺える。則 在 居 観; 同じ面瀧ならば「 郡屋歓は少な

くてもi 艶状広 穴ぎ訳より 」ﾋ｡考える層a 、男か夫ほば6 劃であり、逆 に「1 家の規模は

ﾉに くて 七都 屋収裁卿ぐ才蔵<5:ク」乙t う奪は3 ～千靭存在 してぐう 。（の酪諭; ぴﾋ｡り藤

らしをしてぐ う右将肩 の往往法 の貳鳶 艮び丸識の噴性13 以下の蓋りてヽあう。①性別 左闇わ

ず、県社水埠ほ ほぼ同株である。し叡し、l 隻で行なう暮 庄箔行為には性差鍼銀 められ、

ケ 恥了現威 のよ巧な限吏さ収れ尿雇を 閻にh っても、一般 象魚内の汐くの孤庄洛 橡瓢 乞肴 乃

と ん§生活 を展 蓼吋う榎向鍼残い。② 名尋層は1 座作機影^ の現在を浙 に一穴有句均でめ

心貳、威！ 水停への密 勲了陳い。③届家の湊訟ば夕一ン の希望μ 、ぐ わゆうワンノし一A､た

向噛と、郡 屋教虚視層に/分離してぐ うt みられう 。


